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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッセージデータを保護するための方法であって、
　前記メッセージデータに対して直接実施されたハッシュ関数から生成された出力に依存
するパディングビットで、前記メッセージデータをパディングするステップと、
　前記パディングされたメッセージデータを圧縮して、圧縮データを生成するステップで
あって、前記圧縮データの全体の可変長が前記パディングビットに依存する、ステップと
、
　前記圧縮データを暗号化して、暗号化メッセージデータを生成するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記メッセージデータが、前記ハッシュ関数への入力であり、
　前記パディングビットが、前記メッセージデータに基づいて生成された前記ハッシュ関
数の出力である、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記パディングビットが前記メッセージデータにプレフィックスされる、請求項1に記
載の方法。
【請求項４】
　前記パディングビットが、前記パディングビットの末尾が受信機によって判断されるよ
うに制約される、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　メッセージデータに対して直接実施されたハッシュ関数から生成された出力に依存する
パディングビットで、メッセージデータをパディングするための手段と、
　前記パディングされたメッセージデータを圧縮して、圧縮データを生成するための手段
であって、前記圧縮データの全体の可変長が前記パディングビットに依存する、手段と、
　前記圧縮データを暗号化して、暗号化メッセージデータを生成するための手段と
を備える遠隔局。
【請求項６】
　前記メッセージデータが、前記ハッシュ関数への入力であり、
　前記パディングビットが、前記メッセージデータに基づいて生成された前記ハッシュ関
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数の出力である、請求項5に記載の遠隔局。
【請求項７】
　前記パディングビットが前記メッセージデータにプレフィックスされる、請求項5に記
載の遠隔局。
【請求項８】
　前記パディングビットが、前記パディングビットの末尾が受信機によって判断されるよ
うに制約される、請求項5に記載の遠隔局。
【請求項９】
　遠隔局であって、
　ハードウェアとして実装されたプロセッサを備え、前記プロセッサが、
　メッセージデータに対して直接実施されたハッシュ関数から生成された出力に依存する
パディングビットで、メッセージデータをパディングし、
　前記パディングされたメッセージデータを圧縮して、圧縮データを生成し、前記圧縮デ
ータの全体の可変長が前記パディングビットに依存し、
　前記圧縮データを暗号化して、暗号化メッセージデータを生成するように構成された、
遠隔局。
【請求項１０】
　前記メッセージデータが、前記ハッシュ関数への入力であり、
　前記パディングビットが、前記メッセージデータに基づいて生成された前記ハッシュ関
数の出力である、請求項9に記載の遠隔局。
【請求項１１】
　前記パディングビットが前記メッセージデータにプレフィックスされる、請求項9に記
載の遠隔局。
【請求項１２】
　前記パディングビットが、前記パディングビットの末尾が受信機によって判断されるよ
うに制約される、請求項9に記載の遠隔局。
【請求項１３】
　非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
　コンピュータに、メッセージデータに対して直接実施されたハッシュ関数から生成され
た出力に依存するパディングビットで、メッセージデータをパディングさせるためのコー
ドと、
　コンピュータに、前記パディングされたメッセージデータを圧縮させて、圧縮データを
生成するためのコードであって、前記圧縮データの全体の可変長が前記パディングビット
に依存する、コードと、
　コンピュータに、前記圧縮データを暗号化させて、暗号化メッセージデータを生成する
ためのコードと
　を含む非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１４】
　前記メッセージデータが、前記ハッシュ関数への入力であり、
　前記パディングビットが、前記メッセージデータに基づいて生成された前記ハッシュ関
数の出力である、請求項13に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１５】
　前記パディングビットが前記メッセージデータにプレフィックスされる、請求項13に記
載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１６】
　前記パディングビットが、前記パディングビットの末尾が受信機によって判断されるよ
うに制約される、請求項13に記載の非一時的コンピュータ可読記録媒体。
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